
令和元年度 基礎技術研修 工事工程プロセス 報告

■研修名 ：令和元年度 基礎技術研修（工事工程プロセス）

■実施日 ：令和元年１２月 ５日（木）１３：３０～１７：００

■研修導入の背景

①週休二日制導入にあたって、発注者の工期設定に関する考え方に多く

の不満がある。

②現場の状況に適応した官積算の重要性と共に、工事着手後の工事実施

プロセスを発注者が十分理解できていないのではないか。

■目 的：工事契約後、受注者が行う工事着手から完了までの工事工程プロセスに

ついて枢要なポイントを習得する。今回は、PC建協にご協力頂き、PC橋

上部工事を事例として研修を実施した。

■受講者等：事務所工務課、管理課の積算担当実務者１７名（係長８名 係員９名）

（聴講者６名）

■研修中の主な意見

・留意すべき点についてポイントの説明をしていただき参考になった。

・工期設定の注意点の講義を増やして欲しい。

・現場をあわせて見れたら、なお理解が深まったと思う。

・時間配分については要検討。少し短かった。

・討議の時間をもっととって欲しい。 1
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■アンケート結果：総数１７名（男１４名 女３名）

■ 主な意見等

①最近の工法を講義いただき

参考になった。

②工程の組み方についてとて

も勉強になった。（クリティ

カルパスの考え方など）

③工程的な内容をもう少し増や

してほしい。ただ、現場の意見

が聞けて良かった。

■主な意見等

①業界の実情が聞け

て良かった。

■ 主な意見等

①良く解ったが、実際に手

順を理解するのはかなり難

しいと思う。

②班別討議～解説の時間が

短く、解りづらかった。

③工期設定の注意点が解ら

なかった。

■ 主な意見等

①参考になると思

う。

②河川版・トンネル

もやって欲しい。

③ もう少しレベルを

下げて積算する係員

レベルでやって欲し

い。

④もう少し一般的な

工種が良い。



講義実施状況

グループ意見交換（PC建協からの専門家も
加わって議論を深める）

全体討議状況

開会（四国技術事務所長）

研 修 状 況
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